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第 1 号議案

平成 21 年度事業報告

本学会の目的達成のため，定款に定められた次の各事項の事業を行った。

1. 研究発表会および学術講演会の開催（定款第 5 条一）

1) 研究発表会

) 春季大会平成 21 年 3 月 27 日(金)～31 日(火），於東京海洋大学品川キャンパス（東京都港区）

大会委員長 田中宗彦

研究発表 口頭 794 題，ポスター 218 題，計 1,012 題

シンポジウム 7 件 演題 68 題，ミニシンポジウム 2 件 演題 11 題

平成 20 年度学会賞受賞者講演 11 題

参加者数 名誉会員 2 名，正会員 967 名，学生会員 422 名，賛助会員 21 名，非会員 122 名，計 1,534 名

) 秋季大会平成 21 年 9 月 30 日(水)～10 月 3 日(土），於いわて県民情報交流センターアイーナ（岩手県盛

岡市）

大会委員長 緒方武比古

研究発表 口頭 323 題，ポスター 115 題，計 438 題

シンポジウム 2 件 演題 15 題，ミニシンポジウム 3 件 演題 15 題

参加者数 正会員 457 名，学生会員 189 名，非会員 31 名，計 677 名

2) シンポジウム

春季大会開催時（平成 21 年 3 月 27 日，31 日，於東京海洋大学品川キャンパス）

) ｢我が国における IQ/ITQ 制度の可能性」演題 7 題（主催 理事会水産政策委員会），参加者数 88 名

企画責任者岡本純一郎，青木一郎，黒倉 壽

) ｢急潮の発生伝播機構と定置網の被害防除」演題 9 題，参加者数 65 名

企画責任者上野陽一郎大慶則之石戸谷博範東海 正松山優治

) ｢魚類の生殖機構―基礎と応用―」演題 11 題，参加者数 64 名

企画責任者天野勝文征矢野 清玄 浩一郎

) ｢魚介類アレルゲン研究の最前線」演題 11 題，参加者数 85 名

企画責任者塩見一雄佐伯宏樹嶋倉邦嘉濱田友貴

) ｢漁獲ストレス軽減によるマグロ類の高品質化」演題 11 題，参加者数 80 名

企画責任者今野久仁彦落合芳博川崎賢一岡o惠美子山下倫明福田 裕

) ｢里海の理念と水産環境保全」演題 8 題（主催 水産環境保全委員会），参加者数 104 名

企画責任者山本民次

) 第 2 回日米水産学会合同シンポジウム「Emerging ˆsh health and disease issues across the Paciˆc」

演題 11 題（主催 国際交流委員会），参加者数 95 名

企画責任者小川和夫，Doug Beard

秋季大会開催時（平成 21 年 10 月 3 日，於いわて県民情報交流センターアイーナ）

) ｢水産と IT―IT で沿岸を元気にする―」演題 8 題（共催 岩手県），参加者数 54 名

企画責任者林崎健一天野勝文馬場 治

) ｢流域管理と持続可能な漁業」演題 7 題（主催 水産環境保全委員会），参加者数 73 名

企画責任者東 信行笠井亮秀佐藤 繁

3) ミニシンポジウム

春季大会開催時（平成 21 年 3 月 27 日，於東京海洋大学品川キャンパス）

) ｢水産実験所から始まる新しい水産研究と教育」演題 5 題，参加者数 75 名

企画責任者山下 洋宮台俊明古谷 研石松 惇

) ｢ノリ病気研究の現状と展望」演題 5 題，参加者数 60 名

企画責任者本多大輔川村嘉応有賀祐勝

秋季大会開催時（平成 21 年 10 月 3 日，於いわて県民情報交流センターアイーナ）

) ｢宮古湾をモデルとした資源の増殖と管理の試み」演題 5 題，参加者数 63 名
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企画責任者有瀧真人栗田 豊山下 洋

) ｢板鰓類資源の保全と管理における現状と課題」演題 5 題，参加者数 20 名

企画責任者後藤友明中野秀樹山口敦子田中 彰

) ｢アユ釣りの科学―研究者と釣り人がアユを語る」演題 5 題，参加者数 160 名

企画責任者山森邦夫大竹二雄

4) 各支部の活動

) 北海道支部

◯支部大会（平成 21 年 11 月 27 日28 日），於北海道大学函館キャンパス（北海道函館市），参加者数 会員 65

名，非会員 90 名，計 155 名

シンポジウム「海藻利用の新展開マリンイノベーションに果たす海藻の役割」演題 6 題

若年の会講演会 演題 1 題

一般研究発表 44 題

) 東北支部

◯支部例会（平成 22 年 2 月 5 日），於東北大学大学院農学研究科（宮城県仙台市）

特別講演 4 題，参加者 37 名

) 関東支部

◯平成 21 年度日本水産学会関東支部学術講演会（平成 22 年 2 月 26 日27 日），於東京海洋大学品川キャンパス

英文ポスター発表会 発表ポスター件数 31 題，参加者数 会員 33 名，非会員 51 名，計 84 名

) 中部支部

◯支部大会（平成 21 年 11 月 14 日），於福井県立大学海洋生物資源学部（福井県小浜市）

ミニシンポジウム「日本海の水産生物資源の現状と展望」演題 4 題

一般研究発表 15 題，参加者数 会員 45 名，非会員 15 名

) 近畿支部

◯前期例会（平成 21 年 7 月 18 日），於明石市立市民会館中ホール（兵庫県明石市）

シンポジウム「ひょうごの魚と海―変わりゆく海と魚食普及―」演題 6 題，参加者数 会員 44 名，非会員 167

名，計 211 名

◯後期例会（平成 21 年 11 月 28 日），於神戸女学院大学エミリーブラウン記念館（兵庫県西宮市）

一般研究発表 10 題，参加者数 会員 24 名，非会員 21 名，計 45 名

) 中国四国支部

◯支部大会（平成 21 年 11 月 28 日29 日），於広島市西区民文化センター（広島県広島市）

シンポジウム「どうしてクラゲはこんなに大量にやって来るの」演題 5 題，参加者数 会員 31 名，非会員 26

名，計 57 名

一般研究発表 19 題，参加者数 会員 23 名，非会員 21 名，計 44 名

) 九州支部

◯支部例会（平成 21 年 9 月 19 日），於長崎大学水産学部（長崎県長崎市）

シンポジウム「九州発―フグ研究と生産技術開発の最前線」演題 9 題，参加者数約 80 名

◯支部大会（平成 22 年 1 月 23 日），於長崎大学水産学部

一般講演 13 題，参加者数約 50 名

5) 委員会の活動

) 水産環境保全委員会

◯シンポジウム（平成 21 年 3 月 27 日），於東京海洋大学品川キャンパス

講演「里海の理念と水産環境保全」演題 8 題，参加者数 104 名

◯研究会（平成 21 年 10 月 3 日），於いわて県民情報交流センターアイーナ

講演「流域管理と持続可能な漁業」演題 7 題，参加者数 73 名

◯沿岸環境関連学会連絡協議会への参加

第 23 回ジョイントシンポジウム（平成 22 年 2 月 13 日），於東京海洋大学品川キャンパス

「水産からみた生物多様性とは何かを考える」演題 9 題，参加者数 89 名
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) 漁業懇話会委員会

◯第 55 回講演会（平成 21 年 3 月 27 日），於東京海洋大学品川キャンパス

講演「漁業現場における情報端末としての携帯電話の利活用」演題 7 題，参加者数 82 名

) 水産利用懇話会委員会

◯平成 21 年度第 1 回講演会（平成 21 年 10 月 16 日），於東京海洋大学品川キャンパス

講演「加工食品の鮮度と LL（ロングライフ）比」演題 2 題，参加者数 49 名

◯平成 21 年度第 2 回講演会（平成 22 年 2 月 19 日），於東京海洋大学品川キャンパス

講演「養殖マグロの現状と展望」演題 3 題，参加者数 会員 16 名，非会員 59 名，計 75 名

) 水産増殖懇話会委員会

◯平成 21 年度第 1 回講演会（平成 21 年 9 月 30 日），於いわて県民情報交流センターアイーナ

講演「ナマコ増養殖の現状と将来～持続可能な生産方法の確立を目指して～」演題 5 題，参加者数 会員 49 名，

非会員 43 名，計 92 名

◯平成 21 年度第 2 回講演会（平成 21 年 12 月 5 日），於日本大学生物資源科学部（神奈川県藤沢市）

講演「内水面の現状と展望」演題 5 題，参加者数 会員 39 名，非会員 28 名，計 67 名

) 国際交流委員会

◯アメリカ水産学会との交流

平成 21 年度日本水産学会大会に招聘

2009 年アメリカ水産学会大会（ナッシュビル）へ委員派遣

◯イギリス諸島水産学会との交流

日米英水産学会合同シンポジウム（2010年 7 月，ベルファスト）の企画

◯韓国水産科学会との交流

学術交流協定の調印および意見交換

◯アジア水産学会との交流

水産教育に関する国際シンポジウム（タイ）に委員派遣

◯世界水産学協議会との連携

◯ FAO 水産養殖局との連携

◯ PICES との連携

◯水産教育の国際連携

) 水産教育推進委員会

◯財農学会技術者教育推進委員会委員への派遣

◯ JABEE プログラム審査長，審査員，オブザーバー派遣への助言

◯アンケート調査

水産学導入教育における教科書等教材

海外との水産教育関連プログラム

教員免許更新講習に関する対応

◯技術士継続研鑽 CPD 票の配布

◯水産教育に関する国際シンポジウム（タイ）に委員派遣

) 水産政策委員会

◯シンポジウム（平成 21 年 3 月 31 日），於東京海洋大学品川キャンパス

講演「我が国における IQ/ITQ 制度の可能性」演題 7 題，参加者 88 名

◯アクションプラン公聴会（平成 21 年 10 月 3 日），於いわて県民情報交流センターアイーナ

2. 学会誌および学術図書の刊行（定款第 5 条二）

1) 学会誌

) 日本水産学会誌第 75 巻 2 号～第 76 巻 1 号まで計 6 冊

［報文 65 編，総説，企画記事，会告，会報等 総ページ 1,407 ページ（各号 4,400 部発行）］

) Fisheries Science 第 75 巻 2 号～第 76 巻 1 号まで計 6 冊

［報文 160 編，総説等総ページ 1,450 ページ（各号 800 部発行）］
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2) 水産学シリーズ

) 第 161 号「アサリと流域圏環境―伊勢湾三河湾での事例を中心として」生田和正，日向野純也，桑原久美，

辻本哲郎編，1,000 部発行

) 第 162 号「市民参加による浅場の順応的管理」瀬戸雅文編，1,000 部発行

) 第 163 号「新しい漁業のデザイン」上野康弘熊沢泰生稲田博史編，600 部発行

3) ベルソーブックス

) 032「藻場とさかな―魚類生産学入門―」小路 淳著，2,000 部発行

4) 水産技術誌

) 水産技術 第 1 巻 2 号，1,700 部発行

) 水産技術 第 2 巻 1 号，1,700 部発行

3. 関連学会等との連絡および協力（定款第 5 条三）

1) 共催

) 2009 年日本海洋学会春季大会シンポジウム「南極ロス海域の海洋生態系―フィールド調査の最前線と展望―」

主催 日本海洋学会

日程 平成 21 年 4 月 5 日，於東京大学本郷キャンパス（東京都文京区）

) 第 46 回アイソトープ放射線研究発表会

主催 日本アイソトープ協会，共催 応用物理学会，他 59 団体

日程 平成 21 年 7 月 1 日～3 日，於日本科学未来館（東京都江東区）

2) 協賛

) 第 43 回海中海底工学フォーラム

主催 海中海底工学フォーラム運営委員会，協賛 海洋調査技術学会，他 7 団体

日程 平成 21 年 4 月 10 日，於東京大学生産技術研究所（東京都目黒区）

) 食品ハイドロコロイドセミナー 2009

主催 食品ハイドロコロイド研究会，協賛 化学工学会，他 26 学協会

日程 平成 21 年 5 月 18 日，於日本教育会館（東京都千代田区）

) 第 20 回食品ハイドロコロイドシンポジウム

主催 食品ハイドロコロイド研究会，協賛 化学工学会，他 26 学協会

日程 平成 21 年 5 月 19 日，於日本教育会館

) 9th International Meeting: Biosynthesis and Function of Isoprenoids in Plants, Microorganisms and Parasites

(TERPNET2009)

主催 TERPNET2009 実行委員会，協賛 日本薬学会，他 7 団体

日程 平成 21 年 5 月 30 日31 日，於東京大学弥生講堂（東京都文京区）

) 第 12 回マリンバイオテクノロジー学会大会

主催 マリンバイオテクノロジー学会

日程 平成 21 年 5 月 30 日，於早稲田大学大久保キャンパス（東京都新宿区）

) 平成 21 年度 JABEE 農学系分野審査講習会

主催 農業農村工学会，農学会，他 2 団体，協賛 砂防学会，他 24 学会

日程 平成 21 年 7 月 25 日，於東京大学弥生講堂

) 第 50 回高圧討論会 高圧力科学と技術に関する国際会議（AIRAPT22&HPCJ50）

主催 高圧力科学と技術に関する国際会議組織委員会，日本高圧力学会

日程 平成 21 年 7 月 26 日～31 日，於国際交流会館（東京都江東区）

) 第 21 回海洋工学シンポジウム

主催 日本海洋工学会日本船舶海洋工学会，協賛 海洋音響学会 他 29 学協会

日程 平成 21 年 8 月 6 日7 日，於日本大学工学部駿河台キャンパス（東京都千代田区）

) 第 23 回キチンキトサンシンポジウム

主催 日本キチンキトサン学会，協賛 日本薬学会 他 11 学会

日程 平成 21 年 8 月 20 日21 日，於佐賀大学本庄キャンパス（佐賀県佐賀市）
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) 第 4 回エアロアクアバイオメカニズム国際シンポジウム（ISABMEC2009）

主催 エアロアクアバイオメカニズム研究会，協賛 日本動物学会 他 10 学協会

日程 平成 21 年 8 月 29 日～9 月 2 日，於上海交通大学（中国上海市）

) 日本油化学会第 48 回年会

主催 日本油化学会，協賛 石油学会，他 6 学協会

日程 平成 21 年 9 月 10 日～12 日，於名古屋工業大学（愛知県名古屋市）

) 第 7 回高付加価値食品開発のためのフォーラム

主催 日本食品機械研究会，協賛 日本食品化学工学会，他 13 学協会

日程 平成 21 年 9 月 29 日30 日，於富士教育研修所（静岡県裾野市）

) 第 44 回海中海底工学フォーラム

主催 海中海底工学フォーラム運営委員会，協賛 日本船舶海洋工学会 他 6 学協会

日程 平成 21 年 10 月 9 日，於東京大学海洋研究所講堂（東京都中野区）

) 2009 年度日本冷凍空調学会年次大会

主催 日本冷凍空調学会，協賛 エネルギー資源学会 他 26 団体

日程 平成 21 年 10 月 20 日～24 日，於中央大学駿河台記念館（東京都千代田区）

) 2009 年度生態工学定例シンポジウム「エネルギー資源循環利用と食物生産工場」

主催 生態工学会，協賛 日本航空宇宙学会 他 11 団体

日程 平成 21 年 11 月 6 日，於東京大学弥生講堂

) 4th JOCS-ILSI Japan Joint Symposium 2009

主催 海洋調査技術学会，協賛 日本海洋学会 他 14 学協会

日程 平成 21 年 11 月 10 日11 日，於海上保安庁海洋情報部（東京都中央区）

) 第 21 回研究成果発表会

主催 日本油化学会国際生命科学研究機構，協賛 日本薬学会 他 9 学会

日程 平成 21 年 11 月 6 日7 日，於昭和大学上條講堂（東京都品川区）

) 横浜国立大学創立 60 周年記念シンポジウム「海の不思議を探る」

主催 横浜国立大学統合的海洋教育研究センター，後援協力 神奈川県，他 7 団体

日程 平成 21 年 11 月 14 日，於横浜開港記念会館（神奈川県横浜市）

) 第 9 回基準油脂分析試験法セミナー

主催 日本油化学会，協賛 日本農芸化学会，他 4 学会

日程 平成 21 年 11 月 30 日12 月 1 日，於東京理科大学森戸記念館（東京都新宿区）

3) 後援

) 水産海洋シンポジウム「生態系アプローチと水産資源の持続的利用を考える」

主催 水産海洋学会，日本海洋学会

日程 平成 21 年 4 月 5 日，於東京大学本郷キャンパス

) 国際甲殻類学会東京大会（The Crustacean Society Summer Meeting, Tokyo, Japan）

主催 日本甲殻類学会，後援 日本動物学会，他 11 団体

日程 平成 21 年 9 月 20 日～23 日，東京海洋大学品川キャンパス

) 第 10 回 SCAR 国際生物シンポジウム

主催 南極研究科学委員会

日程 平成 21 年 7 月 26 日～31 日，於北海道大学学術交流会館（北海道札幌市）

) シンポジウム「クラゲの海からサカナの海へ」

主催 農林水産技術会議，他 2 団体，後援 東京海洋大学 他 3 学会

日程 平成 21 年 11 月 16 日，於大手町サンケイプラザホール（東京都千代田区）

) 公開シンポジウム「持続可能な食料生産RS/GIS/GPS 技術の応用」

主催 日本学術会議農学委員会食料科学委員会合同農業情報システム学分科会，後援 日本森林学会 他 11

学会

日程 平成 21 年 12 月 17 日，於日本学術会議（東京都港区）
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4) 日本学術会議への協力

5) 日本農学会への協力

6) 財農学会への協力

7) 学術の共同研究，情報の交換

8) 海外との学術交流等

) アメリカ水産学会との交流

) 中国水産学会との交流

) イギリス諸島水産学会との交流

) 韓国水産科学会との交流

) 世界水産学協議会，世界水産学会議への協力

) FAO 水産養殖局との協力

) 文献交換の斡旋

) 外国人研究者との交流

) その他

4. 研究業績の表彰（定款第 5 条四）

1) 学会賞受賞者の決定

日本水産学会賞 小川 和夫 ｢魚介類の寄生虫病に関する研究」

平田 孝 ｢水産物の品質保持と機能性解明に関する研究」

日本水産学会功績賞 日野 明徳 ｢海産ワムシ大量培養技術の基礎的応用的研究」

渡邊 精一 ｢甲殻類を中心とした集団生物に関する一連の研究」

水産学進歩賞 香川 浩彦 ｢魚類の配偶子形成機構の解明と種苗生産技術への応用に関する研究」

小林 牧人 ｢魚類の生殖腺刺激ホルモンの内分泌学的研究」

山本 剛史 ｢養殖用飼料における植物性原料の利用性とその改善に関する研究」

水産学奨励賞 塩出 大輔 ｢まぐろ延縄漁業における海亀類の混獲回避に関する研究」

末武 弘章 ｢魚類の分子免疫学的研究」

平松 尚志 ｢魚類の卵形成に関与する卵黄前駆物質およびその受容体に関する研究」

吉永 龍起 ｢初期餌料生物シオミズツボワムシの個体数変動に関する研究」

水産学技術賞 照屋 和久 ｢ハタ科魚類の人工繁殖と種苗放流に関する技術開発研究」

吉野博之，藤原鉄弥，山本勝太郎 ｢鉛フリー船釣り用オモリの開発」

2) 論文賞の決定

) Fisheries Science 第 75 巻 1 号121128 ページ

Neoheterobothrium hirame (Monogenea) alters the feeding behavior of juvenile olive ‰ounder Paralichthys

olivaceus

白樫 正，西岡豊弘，小川和夫

) Fisheries Science 第 75 巻 2 号273283 ページ

Bioeconomic assessment of size separators in Paciˆc saury ˆshery

小山田誠一，上野康弘，牧野光琢，小谷浩示，松田裕之

) Fisheries Science 第 75 巻 3 号755763 ページ

Comparative study on general properties of alginate lyases from some marine gastropod mollusks

畑 舞美，熊谷裕也，Mohammad Matiur Rahman，千葉 智，田中啓之，井上 晶，尾島孝男

) Fisheries Science 第 75 巻 4 号9931,000 ページ

Artiˆcially induced tetraploid masu salmon have the ability to form primordial germ cells

阪尾寿々，藤本貴史，小林輝正，吉崎悟朗，山羽悦郎，荒井克俊

) Fisheries Science 第 75 巻 5 号1,1471,156 ページ

Morphological changes in gill mitochondria-rich cells in cultured Japanese eel Anguilla japonica acclimated to a

wide range of environmental salinity

徐 美暎，李 慶美，金子豊二
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) Fisheries Science 第 75 巻 5 号1,3291,336 ページ

Use of an optical biosensor with a silicone-immobilized enzyme to determine plasma total cholesterol concentra-

tions in ˆsh

遠藤英明，_ 俊紅，舞田正志，林 哲仁，任 恵峰，日比香子

) 日本水産学会誌 第 75 巻 5 号828833 ページ

シオミズツボワムシ Brachionus plicatilis の親世代の餌料環境が次世代以降の生活史特性に与える影響

小磯雅彦，吉川雅代，桑田 博，萩原篤志

) Fisheries Science 第 70 巻 5 号765771 ページ

Cloning of kuruma prawn Marsupenaeus japonicus crustin-like peptide cDNA and analysis of its expression

Achara Rattanachai，廣野育生，大平 剛，高橋幸則，青木 宙

3) 第 8 回日本農学進歩賞受賞者の推薦

高須賀明典 ｢小型浮魚類の魚種交替に関する生物学的研究」

5. その他目的を達成するために必要な事業（定款第 5 条五）

1) 通常総会 1 回（平成 21 年 3 月 29 日），於東京海洋大学品川キャンパス

) 平成 20 年度事業報告ならびに収支決算，貸借対照表，財産目録および監査報告の承認

) 平成 21 年度事業計画案および収支予算案の承認

) 平成 22 年度事業計画案および収支予算案の定款第 40 条 2 項による取り扱いの承認

) 細則の一部改正の承認

) 役員（理事）選任の承認

) 名誉会員の承認

) 定款第 11 条三による平成 20 年度除名者の承認

) 新公益法人制度への対応について承認

2) 評議員会 1 回（平成 22 年 3 月 26 日），於日本大学生物資源科学部

) 平成 21 年度事業報告案，収支決算案，貸借対照表案，財産目録および監査報告の承認

) 平成 22 年度事業計画案および収支予算案の承認

) 平成 23 年度事業計画案および収支予算案の定款第 40 条 2 項による取り扱いの承認

) 役員（理事および監事）候補者の承認

) 名誉会員の承認

) 定款第 11 条三による平成 21 年度除名者の承認

) 公益社団法人への移行認定に向けた定款の変更案と規則案の承認

3) 理事会 7 回

平成 21 年度第 3 回（平成 21 年 3 月 29 日），於東京海洋大学品川キャンパス

) 平成 21 年度総会における議決事項の確認

) 総会にて細則の一部改正が承認されたことに伴い，水産政策委員会規則の新設を承認し，水産政策委員会委員

長および委員を選出

) 学会賞授賞規程一部改正の承認

) 水産系大学，水産関連機関，水産関連団体に水産教育および啓蒙活動に関する情報供与の依頼を承認

) 協賛の承認

) 入会者の承認

平成 21 年度第 4 回（平成 21 年 6 月 6 日），於東京海洋大学品川キャンパス

) 理事候補者の承認

) 平成 2223 年度評議員および支部評議員定数の承認

) 支部交付金の配分額の承認

) 編集委員会規則一部改正の承認

) 選挙管理委員会規則一部改正の承認

) 役員等選挙規程一部改正（案）の審議

) 学会賞授賞規程一部改正の承認
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) 募集期間内に理事会の承認を得られない他団体が募集する賞への推薦については，学会賞選考委員会の選考に

一任し，推薦後直近の理事会で承認を得るとした

) 会員購読の促進方法について，Fisheries Science 76 巻の頒布方法を承認

) Fisheries Science 74 巻の無料配布について承認

) 公益法人化対応委員会による報告書および水産政策委員会によるアクションプラン（案）の作成を承認

) 公益財団法人公益法人協会への入会を承認

) 協賛，後援の承認

) 平成 21 年度選挙予定の了承

) 平成 21 年度理事会開催日程の了承

) 平成 21 年度秋季大会における運営業者の選定は秋季大会実行委員会へ一任を了承

) 入会者の承認

平成 21 年度第 5 回（平成 21 年 9 月 30 日），於いわて県民情報交流センターアイーナ

) 平成 22 年度永年会員候補者の承認

) 役員候補者等選挙規程一部改正の承認

) 編集委員 5 名の追加を承認

) 平成 23 年度秋季大会担当支部の依頼を承認

) 第 8 回日本農学進歩賞受賞候補者の推薦を承認

) 公益社団法人を目指すことを承認

) 協賛，後援の承認

) FAO への水産専門家登録の承認

) 科学研究費補助金分科細目等検討特別委員会の設置を承認

) 東京海洋大学によるアンケートについて，会員向けメールでの案内を承認

) 入会者の承認

平成 21 年度第 6 回（平成 21 年 12 月 12 日），於東京海洋大学品川キャンパス

) 名誉会員の推薦の審議

) 平成 21 年度学会賞受賞者の決定

) 平成 22 年度日本農学賞受賞候補者の推薦の承認

) 平成 21 年度学会賞受賞候補者の選考結果の公表方法を審議

) 国際研究交流基金の取り崩しを承認

) 職員給与規則一部改正の審議

) 会計処理規程改正（案）の審議

) 平成 22 年度秋季大会開催事項の承認

) 平成 23 年度春季大会担当機関の依頼を承認

) 平成 23 年度秋季大会担当支部の承認

) 第 5 回世界水産学会議の最終決算報告の承認

) 企画広報委員会委員交代の承認

) 水産環境保全委員会委員交代の承認

) 水産学シリーズの見直しについて審議

) 平成 22 年度日本農学会評議員選出の承認

) 日本水産学会における新公益法人制度への対応に関する報告書の最終案の承認

) 公益社団法人移行認定に向けた定款の変更（案）と規則（案）について会員から意見募集の承認

) 国立大学運営費交付金および競争的研究資金への各大臣への要望書を承認

) 共催，協賛，後援依頼の承認

) 国家公務員採用試験における「水産」部門の統合に関する意見書提出を学会長に一任を承認

) 日本水産学会と韓国水産科学会間の学術交流に関する協定書の承認

) 入会者の承認

平成 21 年度第 7 回（平成 22 年 2 月 6 日），於東京海洋大学品川キャンパス

) 平成 21 年度事業報告案，収支決算案および特別会計決算案の審議
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) 平成 22 年度事業計画案，収支予算案および特別会計予算案の審議

) 平成 23 年度事業計画案ならびに収支予算案の取り扱いについて審議

) 役員（理事，監事）選任の審議

) 名誉会員推薦の審議

) 平成 21 年度除名予定者の審議

) 公益社団法人移行認定に向けた定款変更案と規則（案）の審議

) 名誉会員の学会誌掲載追悼文の承認

) 日本水産学会事務局移転の承認

) 平成 21 年度論文賞の承認

) 平成 21 年度学会賞受賞候補者の選考結果公表方法の承認

) 職員給与規則の一部改正（案）の審議

) 役員の報酬退職金に関する規定一部改正の承認

) 回収困難な著者負担未収入金の扱いを承認

) 基金名称変更の承認

) 事務機能合理化推進資金計画書の承認

) ベルソーブックス定価値上げの承認

) 水産学シリーズ見直しの承認

) シンポジウム記録の取扱いの承認

) 公益社団法人移行認定に向けた会計処理規程改正（案）の審議

) 公益社団法人移行認定に向けた学会組織図と関係規程（案）の審議

) 協賛，後援依頼の承認

) 入会者の承認

平成 22 年度第 1 回（平成 22 年 3 月 13 日），於東京海洋大学品川キャンパス

) 平成 21 年度事業報告案，収支決算案，特別会計決算案ならびに財産目録および貸借対照表案の審議

) 平成 22 年度事業計画案，収支予算案および特別会計予算案の審議

) 平成 2223 年度役員（理事，監事）選任の審議

) 平成 21 年度除名予定者の審議

) 次期委員長選出の承認

) 各種委員会委員および幹事の承認

) 平成 23 年度春季大会開催事項の承認

) 学会賞授賞規程一部改正の承認

) 各支部および各種委員会の表彰について承認

) 国際研究交流資金の計画書の承認

) 職員給与規則一部改正の承認

) 固定資産貸付契約書の承認

) ｢沿岸環境関連学会連絡協議会」への参加に伴う経費支出（依頼）の承認

) 水産教育推進委員会の春季大会シンポジウム経費支出（依頼）の承認

) 水産学シリーズの契約書の承認

) 公益社団法人移行に伴う会計処理方針の承認

) 公益社団法人移行認定にむけた会計処理規程一部改正の承認

) 公益社団法人移行認定にむけた本学会の組織図および関係する規程（案）の審議

) 協賛依頼の承認

) 入会者の承認

平成 22 年度第 2 回（平成 22 年 3 月 26 日），於日本大学生物資源科学部

) 平成 21 年度事業報告案，収支決算案，特別会計決算案，財産目録および貸借対照表案の審議ならびに評議員

会および総会に諮ることの承認

) 平成 22 年度事業計画案および収支予算案の審議ならびに評議員会および総会に諮ることの承認

) 平成 23 年度事業計画案および収支予算案の定款第 40 条 2 項による取り扱いの審議ならびに評議員会および総
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会に諮ることの承認

) 平成 2223 年度役員（理事，監事）候補者を評議員会および総会に諮ることの承認

) 名誉会員の推薦を評議員会および総会に諮ることの承認

) 平成 21 年度除名予定者を評議員会および総会に諮ることの承認

) 公益社団法人への移行認定に向けた定款の変更案と規則案を評議員会および総会に諮ることの承認

4) 委員会

) 編集委員会 5 回

) 企画広報委員会 6 回

) 学会賞選考委員会 2 回

) シンポジウム企画委員会 2 回

) 出版委員会 2 回

) ベルソーブックス委員会 3 回

) 水産環境保全委員会 2 回

) 漁業懇話会委員会 1 回

) 水産利用懇話会委員会 3 回

) 水産増殖懇話会委員会 3 回

) 国際交流委員会 2 回

) 選挙管理委員会 2 回

) 水産教育推進委員会 4 回

) 水産技術誌監修委員会 1 回

) 水産政策委員会 2 回

) 財務検討委員会（特別委員会） 2 回

） 公益法人化対応委員会（特別委員会） 6 回

） 科学研究費補助金分科細目等検討委員会（特別委員会） メール会議のみ

5) 支部

) 北海道支部 支部総会 1 回，支部評議員会 1 回

) 東北支部 支部総会 1 回，支部評議員会 2 回，支部幹事会 1 回

) 関東支部 支部評議員会 1 回

) 中部支部 支部総会 1 回，支部評議員会 1 回

) 近畿支部 支部総会 1 回，支部評議員会 2 回

) 中国四国支部 支部総会 1 回，支部評議員会 1 回

) 九州支部 支部総会 1 回，支部評議員会 3 回
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会 員 数 異 動 状 況（種別会員数)

種別

平 成
20 年度末
現 在 数

平 成 21 年 度 異 動
平 成
21 年度末
現 在 数

平 成 22 年 3 月 1 日 現 在

入会
種別変更

死亡 退会 除名 平成 22 年度
よ り 入 会

種別変更
現在数

入 出 入 出

名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名
正 会 員 3,130 134 28 7 5 158 27 3,095 65 29 2 3,187
(内，永年会員) （ 59) （ 1) （ 0) （1) （ 1) （ 0) （ 58) （ 6) （ 64)
団体会員 182 2 0 0 8 0 176 1 0 0 177
賛助会員 68 4 0 0 3 1 68 0 0 0 68
外国会員 112 12 3 1 0 8 22 96 4 0 1 99
学生会員 231 408 2 27 0 344 0 270 180 2 28 424
名誉会員 22 0 2 0 2 0 0 22 0 0 0 22

合 計 3,745 560 35 35 7 521 50 3,727 250 31 31 3,977

平成 22 年度 3 月 1 日現在支部別会員数（正会員学生会員)

支部
種別 北 海 道 東 北 関 東 中 部 近 畿 中国四国 九 州 合 計

名 名 名 名 名 名 名 名
正 会 員 342 212 991 499 311 386 446 3,187

(内，永年会員) （3) （5) （31) （7) （6) （5) （7) （64)
学 生 会 員 48 48 157 39 42 35 55 424


